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第 1 章 調査の概要
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第１章 調査の概要 

１．調査の趣旨

２．調査の対象

３．調査の方法

４．調査の期間
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５．調査票の回収及び集計状況

６．利用上の注意
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７．調査結果の概要
 

(１) 定年後の継続雇用制度の実態〔事業所調査〕 

(1.1) 事業所において実施している高年齢者雇用確保措置について 

(1.2) 継続雇用者を選定する基準

(1.2.1) 継続雇用の基準の有無 

(1.2.2) 継続雇用の基準内容 
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(1.2.3) 労使協定の締結の有無 

(1.3)  継続雇用の契約期間等 

(1.3.1) 更新条件の内容 

(1.3.2) 更新上限年齢 

(1.4)  定年到達者のその後の動向 

(1.5)  継続雇用の契約期間 
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(1.6)  継続雇用後の勤務時間等 

(1.6.1) 継続雇用後の勤務日数と勤務時間の選択 

(1.6.2) 継続雇用の週所定労働時間 

(1.7) 継続雇用者の賃金水準 

(1.7.1) 所定時間内賃金（対定年時） 

 (1.8) 高年齢者雇用の課題 
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(２) 定年後の継続雇用に関する意識〔従業員調査〕 

(2.1)  全員を対象とした設問〔従業員調査〕 

(2.1.1) 高年齢者雇用確保措置に関する知識 

(2.1.2)  継続雇用制度の対象者を限定できる仕組みの廃止 

(2.1.3) 指針による継続雇用の義務付けの例外 

 

(2.1.4) 高年齢雇用確保策の拡充と若年者雇用 

(2.1.5) いつまで働きたいか 
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(2.1.6) 働いていて感じていること 

賃金が上がらない 

 賃金が引き下げられる 

将来必要なお金の準備が不安 

向かない仕事に配属されるかも 

会社から不用と判断される失業危機感 

会社の倒産による失業危機感 

 

スキルアップ出来ない 

知識・技能の習得が難しい 

仕事が原因で心の病になるかも 
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仕事が原因で身体を壊すかも 

人間関係が悪く、心が安らかでない 

職場でいじめ・いやがらせに遭うかも 

体力的に続けられるか不安 
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(2.2) 定年後の継続雇用者を対象とした調査〔従業員調査〕 

 

(2.2.1) 定年後に継続雇用で働こうと思った理由 

(2.2.2) 65 歳まで継続雇用される見込み 

(2.2.3) 継続雇用後に取得できる休暇 

(2.2.4) 現在の働き方への満足度 

 

(2.2.4.1) 働き方への満足度（全般） 

(2.2.4.2) 働き方への満足度（個別項目） 
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2.3) 定年到達前の方を対象とした設問〔従業員調査〕

(2.3.1) 定年後の継続雇用者についてどう感じているか 

高い技能・技術を持っている 

豊富な経験・人脈を持っている 

 

技術・知識・ノウハウを次世代に継承している 

年齢を感じさせず、精力的に働いている 

 

職場の融和に役立っている 

柔軟な思考・態度が期待できない 

迅速な判断が期待できない 

体力面での衰えを感じる 

新しい知識・技能の取得をしない 
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(2.4) 45 歳以上定年未満の方を対象とした設問〔従業員調査〕 

 

(2.4.1) 定年後の継続雇用や高年齢従業員向けの取組についての要望

希望者全員を例外なく継続雇用すること 

例外的に継続雇用しない場合を定め希望者から継続雇用者を決定 

現在勤続企業での継続雇用 

継続雇用者の配置への配慮 

継続雇用者の賃金水準向上 

継続雇用者の処遇に差をつけること 

多様な勤務形態を認めること 

退職準備プログラム・生涯設計セミナーの充実 
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